




 

 過去 5年間にわたり、南九州 3県の疫学調査を行ってきた。52 年度は、沖縄

県と鹿児島県に於し、て、前者は地区別検診、後者では、2 つの地区に於ける

full survey を行った。すでに鹿児島県に於いては、613 名の筋萎縮症患者を得

ているが、出来る限りの完壁な疫学調査を得るためには徹底的な情報収集と訪

問検診を主体とした fu11 survey が不可欠である。 


